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■実証実験報告で記載いただきたい内容

1. 実験の⽬的
様々な⽴場の”⼀般市⺠”の⽅に、”スマートシティ”の伝えたとき、
⼀般市⺠の⽅は、地域や⾃分の課題解決に”スマートシティ”やITをどのように利⽤するのか・・・
アイディアソンやハッカソンをとおして、課題解決に資するものが⽣まれるかを検証する。

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

２．体制（実施体制の組織図等）

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City

実施責任者

株式会社ＥｖｏＬｉＮＱ

共催

Code for Toyama City
UDC2021 

協⼒

ソフトバンクモバイル株式会社

会場提供 講演

Code for Japan
LINE 株式会社

主催/共催

とやま未来共創チーム
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

３．スケジュール

〇 令和3年12⽉11⽇(⼟) スマシテラボ・アイディアソン
「ちょっといい街をみんなでつくる」をテーマに問いを考える

〇 令和4年1⽉22⽇(⼟) / 23(⽇) スマシテラボ・ハッカソン
スマシテラボ・アイディアソンの問いを選んで、アプリを開発する

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

４．実験⽅法（スマシテラボ・アイディアソン）
スマートシティのセミナー聴講後、グループワークを実施し、以下のシートを作成した。

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

４．実験⽅法(スマシテラボ・ハッカソン)
LINEボット ハンズオン(体験会)の後, 実際にチャットボット × スマートシティの試作アプリを開発

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

５．実験結果（ハッカソン成果１）

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

５．実験結果（ハッカソン成果２）

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

５．実験結果（ハッカソン成果３）

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

６．効果
(1) アイディアソン・ハッカソンをすることで、参加者(⼀般市⺠が多い)を吸い上げることができる。
(2) 昨年は、獣害、気候、環境を知りたいとの意⾒が多かったが、今年は“つながり”、”⼦育て”を

テーマにするチームが多かった。インプットセミナーの内容により、アイディアソンのテーマが
左右される。

(3) LINEボット開発者と⼀般の⽅が同じチームで協働することで、「おせっかいおばさんの発掘」
などの変わった視点を持つチームが表れる。

(4) ⼀⽅で、1⽇から2⽇のイベントで、技術実装することは難しく、また、社会実装となると
より難しくなる。継続して、取り組み仕組みが必要と考える。

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City
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■実証実験報告で記載いただきたい内容

７．まとめ
(1) アイディアソン・ハッカソンは、意外性があり⾯⽩い、楽しい。
(2) スマートシティは、⼀般市⺠からはまだまだ遠い存在。⾝近な存在にするには、スマートシティに

触れ合うことが⼤切。
(3) 課題抽出・技術実装までをシビックテックだけでやるのは、難易度が⾼い。
(4) スマートシティやオープンデータを組み合わせた、データソンなど実施することで、スマートシティや

データ利活⽤型のまちづくりに市⺠が参加しやすくなる可能性がある。

実験タイトル 富山市センサーネットワーク 活用
ハッカソン 

代表事業者
（連絡先）

株式会社EvoLiNQ
（tominari@evolinq.link）

共同参加者 Code for Toyama City


